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た学習プログラムを，総合的な学習の時間（2 単位）を用いた全 70 単位時間の構成として示した．学































本論文では，「1. 課題を認識する」，「2. 解決のために必要な情報を探索し，入手する」，「3. 得られ
た情報を分析・評価，整理・管理する」，「4. 批判的に検討する」，「5. 自らの知識を再構造化し，発
信する」の五つのプロセスの支援について明らかにした．さらに，五つのプロセスの支援を踏まえた
中学生に情報リテラシーを育成するためのモデルと学習プログラムを示し，その学習プログラムに影
響を与える基本的なスキルと，学習プログラムの定着度を調査した結果から示唆された課題を明らか
にした．本研究は，研究の対象を中学生とし，情報リテラシー教育の早期化を目指した点においても
意義がある． 
